
第 3学 年 数 学科学習指導案

(教科テーマ)

問題解決的な学習を授業の中心としながら、生徒の個性をより積極的に生かした学習を

展開し、基礎 ・基本の定着を、目指すよう教師の協力的指導体制を工夫していく。

1 単 元名 「2次 方程式」

2 単 元について

(1)教 材観     ′

数の範囲が有理数から根号で表された数もふくむように拡張されたことから、1次 方程式に続

いて2次 方程式を指導する流れになつている。 1次 方程式を解く場合は、等式の性質を適用させ

ればよかつた。しかし、2次 方程式を解く場合は、因数分解を利用する方法と平方根の考えを利

用する方法の大きく2つ あるので、1つ の問題を解くのにより適切な方法で解 くことを理解させ、

選択させるよい場面になっている。また、1次 方程式では解は 1つ であつたが、2次 方程式は一

般には解を2つ もつことも新 しい事実を知らせる場面でもある。

応用の場面では、面積や三平方の定理、2乗 に比例する関数など、具体的な問題解決への応用

範囲が飛躍的にひろげられる。変化の割合が一定な1次 の世界にととどまらず、2次 の世界の間

題解決の手段として 2次 方程式は欠かせない。また、方程式の解がすべての問題の答であるとは

かぎらないことを知らせるのもこの場面が適切である。

(2)生 徒観

明るく、発言も活発な生徒が多い。ただし、数学に対して苦手意識を持っている生徒が多い。

学年があがるにつれて、学習内容が複雑になり、つまづくことが多くなつてくるが、その根本を

たどると基礎基本の部分が落ちている場合が多い。例えば、式の展開の公式はわかるが、正負の

数の符号でのミスや正負の数の四則計算の部分での間違いが多いなどである。また、分数に対 し

てかなりの音手意識をもつている。

準備テス トにおいて、簡単な式の展開や因数分解はできている生徒が多いが、ある数の平方根

を求める問題や√○の数をa√ bの 形に直す問題でミスをしている生徒が多かった。 さらに、簡

単な 1次方程式において、移項で正確に符号を変えることができない生徒や 「χ=〇 」にするた

めに両辺を等 しい数でわることができない生徒もいる。

(3)指 導観

今年度、少人数指導を行つてきた。形式としては、 1章 では出席番号の奇数偶数で機械的に分
けたグループ、 2章 では平均点が同じくらいになるように分けた同質グループで進めてきた。理

想としては習熟度で分けたグループでが望ましいが、本単元では、その移行形式として、前半は
TTに よる一斉授業、後半は理解した生徒がとなりの部屋へ移動し、演習中心の活動をするとい

う形式を考えている。この方法であれば、授業の後半から習熟度のグループに分かれるようにな

り、個に応 じた指導が可能になると考えている。

また、本単元では、「因数分解」、「平方根の考え」、「1次 方程式の解法」を多用するのだが、

準備テス トの結果からこれらの既習内容が十分に定着していないので、常に復習をしながら学習
を進めていきたい。 さらに、本時

'の
学習内容 と前時の学習内容の違いを明らかにしながら課題を
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しつか りと把握させたい。また、文章題などの応用塀面においては、問題文の意味を十分に把握 さ

せ、問題文に即 した式をつくるところに力、を入れたい。

3 単 元 目標及び評価規準

別紙 (【3】学年 数 学  「第 3章  2次 方程式」評価規準表)を 参照。

4 単 元の指導 B評価計画 (10時 間扱い)

(1)指 導計画

1節  2次 方程式の解き方 ・ `・ ,・ ・・口・・8,ロ ヨ・・・J・ コヨ・・・・8● 6時 間

?冒灸方献〉… ………………………………1
2 2次 方程式の解き方 ,・ ・。,コ ・・・・・'・ ・・・・・・・・・・・・4

① 基 本の問題 ・・・・・●●0● ●●●●●●・・・・。・・・・・・・・・1

2節  2次 方程式の利用 口='・ ・ロコ。口・・・,。 ・・・B E● コ●■コ・・コロ=3時 間

1 2次 済寵弱の利罵 ・・,。 ・。E O● ●●●●480■ ●●0● ●0■ 2.5

《器麟 1/2白 5)

○ 基 本の問題 ・・・・・・。。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・0.5

章の問題 ・口・・,コ ロ・・・・・。〔・・・・,S'コ 。・・・コB・ 。・・・口。,1時 間

(2)評 価計画

別紙 (【3】 学年 数 学  「第 3章  2次 方程式」評価規準表)を 参照。

5 本 時の指導

(1)授 業の構想

問題の意味を十分に把握 させるために簡単な数字からはじめ、見当をつけても見つけられ

るようにする。そして、数字が大きくなるにつれて見当をつけて見つけることが困難になっ

てきた段階で課題を持たせたい。課題解決の中で方程式の有用性に気づかせ、立式させる。

さらに、その式が 2次 方程式であることから、これまで学んできた解き方をもとに問題を解

決 させる。問題を解決させ る上で個人差が生じるので、すぐに解き方が分かつた生徒は自主

的にとなりの部屋に移動させて様々な粛題を演習させ、理解に時間のかかる生徒により丁寧

に指導をしていきたい。

) ( 2 ) 目 標

①2次 方程式を用いて具体的な問題を解決しようとする。

②具体的な場面の中の数量の関係から2時方程式をつくることができる。

(3)評 価規準

具体的評価規準 A:十 分満足できる B:概 ね満足できる C:努 力を要する

関 問題解決に、2次

方程式を活用しよ

うとす る。

複雑 な問題の中の数量関係で

もとらえることができ、 2次

方程式 に表 し問題 を解決 しよ

うとする。

問題の中の数量関係をと

らえ、 2次 方程式に表そ

うとしている。

問題解決 に 2次 方

程式が利用できる

ことに気づかせる。

毎 具体的な塀面の中

の数量の関係か ら

2次 方程式をつ く

ることができる。

具体 的 な塀面の 中の数量の関

係 をす ばや く読 み とり2次 方

程式をつくることができる。

具体的な場面の中の数量

の関係か ら2次 方程式を

つくることができる。

具体的 な場面の中

の数量 関係 を見つ

ける練習をする。
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(4)展 開

教新の指導 援助 留意事項

。①②を見当をつけながら見つけ、
問題を把握する。

問題 カ レンダーで、上下に並んだ 2つ の数の積が下の数字になるところを見つけてみよう。

① 8   ② 30   ③ 60   ④ 144

Tl・①②を解かせ、間題を増景させる。

・③を解き、見通しをもつ。

3 課 題解決
・④をやってみたい方法で解 く。
できるだけ多くの方法で解 く。

関 ・問題解決に、2次

方程式を活用しよ

うとする。

(シー ト・机間指導)

(Cへ の手だて)

,1週 間は7日 あるこ

とを強調し、上下の

差が 7で あることに

気づかせ、そこから
立式できることを知
らせ、見通 しをもた

せる。

考 ・具体的な易面の

なかの数量の関

係から2次 方程
式をつくること

ができる。

(シー ト・机問指導)

(Cへ の手だて)
。見通しから立式さ
せ、もう一度その

式の意味を考えさ

せる。

今日のテーマ (課題)
上の問題で、③、④の数字の組み合わせの見つけ方を考えよう。

TlT2'解 決の方法を考えさせる。いろいろな方法で解かせ、

発表させ る。

(予想される方法)
1つ 1つ の組み合わせの積を計算する

見当をつけて見つける

素因数分解で見つける

方程式をつくる

TIT2・ 机間指導をする。

Tl・④を2次方程式で解いた場合の解説をする。

上段の数 :χ

下段の数 :χ +7

χ ( χ+ 7 ) = 1 4 4

χ
2 + 7 党 - 1 4 4 = 0

( ぇ- 9 ) ( χ+ 1 6 ) = 0

死= 9 、 χ= - 1 6

χは正の数だから、-16は あてはまらない。
よって、上段は5,下 段は 5+7=16。

5 本 時のまとめ

・プリン トの問題 を解く。
・プリン トの問題 を解き終わつた

生徒は演習用プ リン トを持って

演習用の場所に移動。

6 自 己評価
・学習シー トの項 目に沿つて 自己

評価を行 う。     そ

まとめ
・問題の解決に、2次 方程式を利用することで、計算によつてその答 を求めることができる。

(2次 方程式の有用性)
。2次 方程式 を解いて得 られた解が、そのまま問題の答として適切であるとは限 らない。

(答の吟味の必要性)

T2・ プリン トの問題が早 くに終わつた生徒は演習用のとな りの

部屋に移動 し、その解答を見て 自己採点を し、追加 の演習

問題を解かせる。
TIT2・ プ リン トの問題でつまづいている生徒には個別指導 を

行 う。
Tl・ 残つている生徒のうち、つまづいている部分が共通 してい

る問題があれば一斉鮮説をする。
Tェ ・自己評価により、今 ヨの授業の反省をさせ、次時への意

欲を高めさせる。
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〔 3 】 学年 数 学  「第3章  2次 方程式」評価規準表 No l

机点別評価規挫 節 学
習
内
容

時

間
評価場面 具 体 的 評 価 規 準

A:十 分満足できる B:概 ね満足できる C:努 力を要する
(具体的な対応 ・手だて)

ア11牛へり業もtg駄̀態ま イ 執字持な見万'考え万 '.私従な家,'蛭 工、猛宝.岳形などは) てヽ″売環
`]塔

(1)2次 方程式と1次 方
程式との連いに興味を
もつ。

(2)2次 方程式のnFF法に
lll′bを もち,既 習の内
容と関連づけて解くこ
とができないかを考え
ようとする。

(3)2次 方程式を用い

て1具 体的な1樹題を角|
決しようとする。

【数学的な見方 ・考え方】
(1)囚数分解や平方社の

キえを刑用 して、2次
力柱式の角1本方を兄い
だJ こ`とができる,

(D 2次 方柱式の形に心
いて,囚 独分解や平方
!■ど)ち太、に1たるn卒き方
を使い分け、ヤ2次 方棋
式をえ年くことがfき

(3)‖阻 解決の場山で数
よの間の牒i係をとら
え、2次 方程式を川い

ることができる.
(4)郎 の吟味の必要性を
理解 し,解 の吟味を行
うことができる.

１
　
２
次
方

程
式

の
解
き
方

１
　

２
次
方

程
式

1 具体的な事象を使
って、これまでに
学んだ 1次 方程式
とは異なる方程式
の存在を意識させ
るとともに2次 方
程式 とその解の
意味について考え
る場面

問題によつては,
方程式が 2次式に
なる場合があるこ
とに関心をもち,

鮮を求めてみよう
とする=

2次方程式の解の
意味やその求め方
を考察することが
できる.

2次方程式と1次方程式の連
いに興味を持つとともに問題
によっては,方 程式が2次式
になる場合があることに関心
をもち,解 を求めてみようと
するコ、

問題によつては,方 程式が2
次式になる場合があることに
関心をもち,解 を求めてみよ
うとする。

1次方程式では解けない問題
があることに気づかせ首欲を
高める。      1

数を代入していく中で、機能
的に2次方程式を成り立たせ
る解がただ一つてないことに
気づき、そのことをわかりや
すく説明することができる。

2次方程式に数を代入して,
解を素早く正確に求めること
ができる。

文字にltLを代入 し、等式を成
り立たせる1まとしての解の苦
味を考えることができる。

2次方程式の場合、方程式の
角年が 1つ とは限らないことに
気づかせる。    ・

2次方桂式に数を
代入 して1解 を求
める こ とがで き
る.

2次方程式に数を代入 して1
解を求めることができる。

いろいろな数を代入させて、
解が一つでlrtないことに気づ
かせる。

2次 方程式とその

解の意味を理解 じ
ている.

2次 方程式とその解の意味を
理解し、説明できる.。

2次方程式とその解の意味を
理解している。

いろいろな数を代入させて、
解が一つではないことに気づ
かせる。

２
　
２
次
方
程
式

の
解
き

方

4 「XY=0な らば
X=0、 Y=0」
であることが成 り
立つことを確認さ
せるとともに、
2次方程式を困数
分解を用いて解く
方法を明らかにす
る場面

ある数を2来 する
とHlになるという
ことから、方程式
XZ=mを 意識さ
せるとともに
a Xl=mの 形の
2次 方程式を、平
方根を求める考え
で解く方法を明ら
かにする場面

具体的な 2次 方
程式と対比させな
がら平方完成の形
にすることで解く
方法を明らかにす
る楊面

2次 方程式をrtlFく
方法を、囚数分解
を利用して考えよ
うとする。

2次方程式を解く
方法を、平方根の

考えを使つて考え
ようとする。

因数分解を利用し
て,2次 方程式の
角午き方を考察する
ことができる。

平方根の考えを使
って, 2次方程式
の解き方を考察す
ることができる。

因数分解を利用し
て2次 方程式を解
くことができ,そ
の手順を説明する
ことができる。

are+あ=0の 2次

方程式を,平 方根
の考えを用いて解

2次方程式を学が意味やこれ
までの学智との関連を押さえ
て、2次方程式の解を調ぺよ
うとしている.

2次方程式を学ぷ意味やこれ
までの学習との開避き押さえ
て、2次方程式の解を調べよ
うとしている。

xy=0な らばx車 0または
y=で あることを利用して2
次方程式を解くことが出来る
ことに気づき、その方法を数
学的に説明することができ
る。

平方根の意味に基づいて2次
方程式の角|き方をすばやく見
いだすことができるs

困数分解を利用して2次方程
式を素早く正確に解くことが
でき,そ の手順を説明するこ
とができる。

2r+う=0の 形の2次方程式
は変形し、平方松の意味に基
づいて2次方程式の解き方を

1次方程式では説けない問題
場面があることに気づき、2
次方程式とその解を調べよう
としている.

1次力桂式では説けない問題
場面があることに気づき、 2
次方程式とその解を調べよう
としている.

xy=0な らばx‐ 0または
y=で あることを利用して2
次方程式を解くことが出来る
ことに気づくことができる=

平方根の苦味に基づいて2次
方程式の解き方を見いだすこ
とができる。

囚数分解を利用 して2次方松
式を解くことができ,そ の手
順を説明することができる。

ar+b=0の 形の 2次 方程式
は変形 し、平方41tの意味に基
づいて2次 方程式の解き方を

これまでの学習内容を確網さ
せ、2次 方程式を解く方法を
考えさせるⅢ

これまでの学習内容を確認き
せ、2次 方程式を解く方法を
考えきける。

xy=0な らばx‐ 0ま たは

y=で あることを利用 して2
次方程式を解 くことが出来る
ことに気づかせる。

平方根の考えを使つて、 2次
方程式が角卒けることに気づか
せる。 ,

囚数分解を利lllして方程式が
角字けることに気づかせる。

式を炎形させて平方根の考え
を利用することに気づかせ
る。
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(2)囚 数分離や平方根の

考えを使って2次 方程
式を椰く手順を理解 し
ている。

(3)因 数分n卒できない 2

次方程式は、平方完成
してぬ卒くことができる
ことを知る。

(4)解の吟味が必要であ
ることを知るこ

くことができ,そ
の手順を説明する
ことができる。

文章題における数
まの間の開係を2

次方程式に表す手

順や[文 章題の答

を求める手順を説
明することができ
る。

2次方程式を解い

て求めた角子が問題

すばやく見いだすことができ 見いだすことができる。

数学 3学 年平泉町立平泉中学校

ky=0な らば x=0ま たは
y=で あることを利Fllして2
次方程式を解くことが出来る
ことに気づかせる.

因数分解によって
2次 方程式を解く
ことができる根拠
を理角卒している。

2次 方程式を1囚
数分婦や平方根の
考えを利用 して解
く手順をFE角千して
V るヽ。

ド=+,f+9‐ 0(p
:| 数ヽ)の 形の2
次方程式をt完 全
平方式になお じ.
平方根の考えを用
いて解くことがで
きることを知って
いる。

xy車 0な らば x=0ま たは
y=で あることを利用 して2
次方程式を解くことが出来る
ことに気づき、その方法を数
学的に説明す ることができ
る。

因数分解や平方根の考えを使
って2次方程式を素早く正碓
に解くことができるョ

xy=0な らばx‐ 0ま たは

y=で あることを利用 して2
次方程式を解くことが出来る
ことに気づくことができる。

困数分解や平方根の考えを
使って2次方程式をに解くこ
とができる,

因数分解や平方根の考えを用
いて2次方程式が1年けること
に気づかせるこ

f+ρ 下キ?=o(ク :悩 努わ の
形の 2次 方程式を 係 数に若
目して素早く完全平方式にな
おし,平 方根の考えを用いて
解くことができることを知っ
ている。

rttβ、+9‐ 0(ρ :神1数)の
形の2次 方程式を 完 全平方
式になお し、平方根の考えを
用いて解くことができること
を知つている。

f十パ 十?=0(″ :lh数 )の
形の 2次方程式を、平方の式
に変形させることに気づかせ
る.

１
　

２
次
方
程
式
の
利
用

２
　
２
次
方
性
式
の
利
用

図形など具体的な
問題 で数 量関係
を、未知数Xを 舟
いて方程式で表す
場面

表した方程式をこ
れまでに学んだ囚
数分解、平方lltの
考え、平方完成に
よる方法で解き、
その解を吟味する
場面

問題解決に, 2次
方程式を活用しよ
うとする.

郎の吟味を行い1
2次方程式を作い
て求めた解が問題
の答として適切か
どうか調べようと
する。

複雑な問題の中の数批関係で
もとらえることができ、 2次
方法式に表し問題を解決しよ
うとする。

問題の中の数よ関係をとら
え、2次方程式に衣そうとし
ている.

問題解決に2次方ォユ式が利用
できることに気づかせる。

解の吟味を行い, 2次 方程式
を郁いて求めた解が問題の答
として適切かどうか湖べよう
とする=

耶の吟味を行い.2次 方柱式
を肝いて求めた角キが問題の答
として適切かどうか翔べよう
とする。

文1子をもう一度統み正し、郎
を問題のなえとして道切かど
うか吟味する必要を感じさせ
て:よ欲を高める。

具体的な場面のな
かの数量の関係か
ら2次 方程式をつ
くる ことができ
るョ

求めた解や解rAtの
方法が,適 切であ
ったかどうかを振
り返って考第する
ことができる。

具体的な場面のなかの数量の
開係をすばやく読みとり2次
方程式をつくることができる.

具体的な場面のなかの数宝の
関係から2次方TI式をつくる
ことができる.

具体的な場面の中の数点関係
を見つける練習をす る単

求めた解や角1於の方法が、道
切であつたかどうかを振り返
って考祭し、求めた解の解決
の方法を説明できる。

求めた解や解決の方法が1道
切であつたかどうかを振り返
って考察することができる。

文章をもう一度読み直 し、解
を問題の答えとして適切かど

うか吟味する必要があること
に気づかせる.

文挙題における数批の間の開
係を 2次 方程式に表す手順
や1文 章題の答を求める手順
を論理的にわかりやすく説明

することができる=

文章題における数量の問の機|
係を 2次 方程式に求す手順
ゃi文 章題の容を求める手順
を説明することができる.

具体的な楊面の中の数量関係
を見つけかたについてH」t明で

きるようにさせる。

求めた部や解決の方法が,道

切であつたかどうかを振 り返
求めた解や解決の方法が,迪
切であつたかどうかを振り返

文挙をもう一度読み直し、雛
を問題の容えとして週切かど



に合つているかど
うかを調べること
ができる。

って考察し、求めた解の解決
の方法を説明できる。

って考察することができる。 うか吟味する必要があること
に気づかせる。

2次 方程式を使つ
て文章磨を解くと
きの手順を理角卒し
ている。

問題解決に必要な2次 方程式
を手際よく解き、題意を解し

ながら的確に解を吟味する事
ができる。

問題解決に必要な 2次 方程式
を解き、題意を解し、解を'今

味することができる。

具体的な場面の中の救ユ関係
を見つける撫習をさせ、方程
式の解が問題の答えとして適
切か調べる必要があることに
気づかせる.

文部をもう一度読み直し、解
を問題の答えとして通切かど
うか吟味する必要があること
に気づかせる.

2次 方程式では,
解の吟味お`必要で
あることを理解 し
ている。

求めた角申や解決の方法が,適
観であつたかどうかを振り返
って考察し、求めた解の解決
の方法を説明できる。

求めた解や解決の方法が,適
切であつたかどうかを振 り返
つて考祭することができる=

―

い

Ｆ



No.3-5 3章 ・2次 方程式

年 氏名 :

1.今 日のテーマ

諜越解決 (自分で→みんなで)

5.問 題
(教科書P.62例 1)
イ.大 」ヽ 2つ の数があります。その差は4で 、

の数を求めなさい。

日

積は21に なります。この2つ

一

●
じ
　
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
～

‐
ギ
‐

カレンダーの問題で
は、負の数は考えな
いのですが、 上 の
(例1)で は整数の

問題なので、負の数
の揚含もあり得る。
解の吟味が必要。

2.あ る数χに3を 加えて2乗 するところを、χに3を 加えて2倍 して し′ましヽ

ました。しかし、結果は同じになりました。χの値を求めなさい。

4。 まとめ

・問題の解決に、 を利用することで、

によってその答を求めることができる。

を解いて得られた解が、

として適切であるとは限らない。(答に適 しているかの解の_____)

、上下に並んだ2つの      “ -9   ri:i::i:右のカレンダーで
もの数字になるところ 讐__と 言 テ~モ~子~数の積が下の①～(           . 1 2

を見つけてみよう。
                 1。  11 12 137    じ    9

②  30  14-15 16~17 18 19 20①   8                 ____ _一
一

24   25   26   27
4   2 1  2 2  警④ コ4 そ
      1  .  】 々③ !60

28   29   30

6。 今日の振り返り (A・ B・ C・ Dで 自己評価。)

①テーマを意識して学習しましたか。 一言感想

②学習内容を理解できましたか。

③問題を解くことができましたか。

④次の時間が楽しみですか。


